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研究成果の概要（和文）：本研究は，個人がワーク・キャリアを歩んでいくなかで出会う越境経験によって生じ
るアイデンティティの多元化に焦点を当て，越境経験が多元化に代表される個人のアイデンティティの変容を通
じて，従業員の組織行動に影響をもたらすプロセスの解明を試みた。越境経験はアイデンティティの変容を必ず
導くわけではなく，越境性の認知から組織アイデンティティやワーク・アイデンティティの内省が生じ，それに
よってジョブ・クラフティングの実施を誘発されることを通じて従業員の行動や認知に変化が生じることを明ら
かにした。また，そのように越境経験が引き金になって生じたジョブ・クラフティングを組織的成果に繋げるた
めの条件も検討した。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on the multiplicity of identities caused by boundary 
crossing experiences that individuals encounter during the course of their work careers. The study 
attempts to elucidate the process by which boundary crossing experiences affect employees' 
organizational behavior through the transformation of individual identities such as their 
multiplication. The findings reveal that boundary crossing experiences do not always lead to 
identity transformation, but that the cognition of boundary crossing leads to reflection of 
organizational identity and their identities, which in turn elicit changes in employees' behavior 
and perceptions through the implementation of job crafting. Also, conditions for linking job 
crafting to organizational outcomes are examined.

研究分野： 経営学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，従業員の越境経験がその組織行動に影響をもたらすプロセスを学術的に解明した希少な研究である。
従業員が特定の組織のみに長期雇用されるといういわゆる日本型雇用モデルの一般性が失わつつあると同時に，
従業員がそれぞれに自らの望ましいワーク・ライフ・バランスを追求しようとする中で，人々がワーク・キャリ
アの中でさまざまな越境経験に出会うことが増えることが予想される。そうした中で，本研究で得られた知見を
もとに，アイデンティティの多元化や変容をきっかとして生じるジョブ・クラフティングを組織的に活用するこ
とを検討することで，従業員の働きがいやワークエンゲイジメントの向上を図っていくことができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年の欧米の組織行動研究では多元的アイデンティティが大きく取り上げられるようになっ
ている。しかし、アイデンティティの多元化が従業員の組織行動にどのような変化をもたらすか
については，育児休業経験などのいくつかの研究などを除いては十分に検討されていなかった。
また，組織マネジメントの文脈では、アイデンティティの多元化はコンフリクトと結び付けられ
ることが多く、ポジティブな観点からそれを活用するという研究も皆無であった。 
 日本においても，従業員が特定の組織のみに長期雇用されるといういわゆる日本型雇用モデ
ルの一般性が失われつつあると同時に，従業員がそれぞれに自らの望ましいワーク・ライフ・バ
ランスを追求しようとする中で，人々がワーク・キャリアの中でさまざまな越境経験に出会い，
アイデンティティの多元化が今後進行すると考えられる。以上のような研究動向，社会動向を踏
まえて，アイデンティティの多元化が組織行動にもたらす影響，さらにそうした影響をポジティ
ブなものとして活用するための理論枠組みの必要性が認識されていた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，個人がワーク・キャリアを歩んでいくなかで出会う越境経験によって生じる, 
多元化に代表される個人のアイデンティティの変容が，従業員の組織行動に影響をもたらすプ
ロセスを解明することにあった。より具体的には，従業員の越境経験がアイデンティティの変容
を媒介して，従業員の組織行動に変化を及ぼすプロセスモデルを創出するとともに，そうした従
業員の組織行動の変化を組織が活用するための条件を明確にすることに取り組んだ。 
 
３．研究の方法 
 個人のワーク・キャリアの中で経験する越境経験は非常に多様でありうる。同じ組織に所属し
続けながらの越境経験、所属組織が変えることで生じる越境経験に分類できるが，組織マネジメ
ントへの実践的示唆を導くために、前者の同じ組織に所属し続けながらの越境経験に焦点を絞
ることにした。組織に所属し続ける中での越境経験として NPO への参加，特に仕事との連続性を
実感することが多いプロボノ活動（仕事のスキルを活かしたボランティア活動）に着目し，プロ
ボノ活動に参加する個人へのインタビュー調査を実施するとともに，質問紙調査を実施し，それ
らの分析を行った。 
 また，個人のアイデンティティと組織行動の関係を結びつける鍵概念としてジョブ・クラフテ
ィングを位置づけ，実証的検討を進めることにした。ジョブ・クラフティングの因果モデルの精
緻化に関わるデータの獲得に当たっては，質問紙調査を主に利用した。ジョブ・クラフティング
を組織的成果に関係づけていく条件の一つとして経営理念の果たす役割に注目すべく，複数の
ミッション志向型企業での質問紙調査を行った。 
 さらに，理論モデルを構築するために文献調査を実施した。対象とした主な領域は，多元的ア
イデンティティを中心とした組織文脈のアイデンティティ研究，越境学習研究，ジョブ・クラフ
ティング研究，経営理念浸透研究である。 
 
４．研究成果 
 
(1)越境経験を起点とした変化のプロセスモデル 
 上述のように，同じ組織に所属しながらの越境経験としてプロボノ活動を取り上げた。プロボ
ノ活動の参加者へのインタビュー調査，質問紙調査の分析から明らかになった主な発見事実は
次の 3点である。第一に，プロボノ活動に参加するとアイデンティティの変容が必ず生じるわけ
ではなく，同様の活動に参加しても越境性の認知には個人差があることである。第二に，越境性
の認知から組織アイデンティティ及びワーク・アイデンティティの内省が生じることである。こ
こでいう組織アイデンティティとは，当人が所属する組織が有する組織体のアイデンティティ
であり，その見方が変わることを意味する。一方，ワーク・アイデンティティとは，当人の仕事
の関係するアイデンティティであり，その変容が見られた。 
 第三に，組織アイデンティティやワーク・アイデンティティの内省が，ジョブ・クラフティン
グを誘発し，それを通じて従業員の行動や認知に変化が生じることである。ジョブ・クラフティ
ングは，「個人が自らの仕事のタスクもしくは関係的境界においてなす物理的及び認知的変化」
と定義され，より具体的にはタスクを自分なりに変更すること（タスク・クラフティング），仕
事に関わる関係性を変更すること（関係性クラフティング），仕事に関する見方を変えること（認
知的クラフティング）という３つの形式がある。 
 
(2)ジョブ・クラフティングの生起に基づいた組織的活用 
 以上のように越境経験の認知が，従業員がジョブ・クラフティングを行おうとするきっかけに
なることが明らかになったが，そうしたジョブ・クラフティングの生起をより促進する条件，さ
らにはジョブ・クラフティングが組織的な成果につながるための条件を検討しなければ，越境経
験の認知がアイデンティティの変化を通じてもたらす影響のインパクトは小さなものにとどま
る。 
 そこでジョブ・クラフティングについての文献レビューを行った上で，①ジョブ・クラフティ
ングの先行要因・調整要因，②ジョブ・クラフティングと成果変数の関係を検討した。 



 
①ジョブ・クラフティングの先行要因・調整要因 
 ジョブ・クラフティングについてのレビュー論文を執筆し、職務の社会的特性がジョブ・クラ
フティングの重要な先行要因であることを指摘し，質問紙調査の分析結果から社会的サポート，
組織外との相互作用，他者からのフィードバックといった職務の社会的要因がジョブ・クラフテ
ィングと有意な正の関係にあることを確認した。また，そうした関係性を個人のパーソナリティ
（Big Five）が調整していることも指摘した。さらに，個人のパーソナリティそのものがジョ
ブ・クラフティングに影響をもたらしていることも，別のデータセットで検討した。 
 
②ジョブ・クラフティングと成果変数の関係 
 第一に，ジョブ・クラフティングと仕事の意義深さについての関係について検討を行い，有意
な正の関係が見られることを見出した。ワーク・アイデンティティなどと深く関わる認知的クラ
フティングと仕事の意義深さの関係を実証的に検討した研究はこれまでほとんどなされていな
かった。仕事の意義深さは，個人のワーク・エンゲイジメントなどと密接な関係があることが先
行研究で指摘されている。さらに，それらの関係を個人のパーソナリティ（Big Five）が調整
していることも明らかになった。 
 第二に ジョブ・クラフティングと心理的オーナーシップの関係を検討し，それらが相互規定
的な関係にあることを明らかにした。時系列的なデータを用いて，仕事に対する心理的オーナー
シップがジョブ・クラフティングを促進し，さらにジョブ・クラフティングの中でも認知的クラ
フティングが仕事に対する心理的オーナーシップを高めるという関係を示した。心理的オーナ
ーシップについても，ワーク・エンゲイジメントや職務満足などと正の関係にあることが知られ
ており，こうした相互規定関係を踏まえることで，ジョブ・クラフティングが組織の成果に結び
つけることが期待できる。 
 第三に，経営理念の浸透とジョブ・クラフティングの関係を検討した。経営理念の浸透とジョ
ブ・クラフティングがともに高いことで，心理的ウェルビーイングが向上するという結果が見ら
れた。また，経営理念の浸透と人材開発の関係も理論的に検討した。 
 
(3)今後の展望 
 本研究は，従業員の越境経験がその組織行動に影響をもたらすプロセスを，アイデンティティ
の変容，ジョブ・クラフティングに注目して学術的に解明した希少なものであったが，今後研究
されるべき課題はもちろん残されている。まず，多様な越境経験の中で本研究が取り上げたもの
はごくわずかであり，本研究が提示したプロセスモデルの一般性を確認していく必要がある。ジ
ョブ・クラフティングの先行要因や結果要因についても同様であり，特にキャリア・ステージに
よって変化する可能性がある。本研究のプロセスで実施した文献レビューの結果を踏まえなが
ら，新たな研究として実証を進めていきたい。 
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